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宮古来間島方言の動詞資料 

 
 

⾦⽥章宏 
 
 
 来間島は宮古列島の南⻄部にあり、宮古島と橋で結ばれている。⼈⼝は 2020(令和 2)年
12 ⽉末⽇現在(宮古島市 HP より)167 ⼈。過疎化が進んでおり、中学校が 2014 年に閉校に
なって現在は⼩学校のみとなっている。島内の⽅⾔⼈⼝は、⽇常的に⽅⾔で⽣活している⼈
が 20 ⼈程度、それをふくめて⽅⾔調査の対象となりうる⼈が 25 ⼈程度とみられる。2011
年に国⽴国語研究所による合同調査で宮古⽅⾔調査が⾏なわれた際は来間島も調査の対象
となっていて、調査報告書が公開されている。 

 今回の調査の話者は来間島在住の国
くに

仲
なか

富
ふ

美男
み お

⽒（1945 年⽣まれ、男性）で、⽇常⽣活で

⽅⾔を使⽤することはほぼなくなったようだが、⽅⾔環境で育ち、島の⽅⾔や祭祀、歴史な
どに関⼼をお持ちである。今回の調査では事前に調査票をお送りし、⽅⾔を記⼊したものを
現地で読み上げていただき、⽇本語例⽂との対応関係などを確認しながら録⾳を⾏なった。 
 
表記について 
 
 両唇⾳ b で破裂と同時に有声摩擦 z が⽣じる⾳を bZ、両唇⾳ p の破裂と同時に無声摩擦
s が⽣じる⾳を pS でしめす。ともに１拍１⾳節を形成し、Z と S が⺟⾳的に機能している。
本調査にはみられないが、ｂｚやｐｓは成節⼦⾳連続の２拍２⾳節に使⽤する。⼦⾳のみで
⾳節をなすものにｍ、ｚ、ｓなどがある。 
 
  to:]me: bZzaN. だれも座らない。 
  pStu=n]na [ni:ssaN. ⼈には煮させない。 
  asamunu:]=ba: [fa:t]tam. 朝ごはんを⾷べなかった。 
  wabiro]=ti: [aztaz.「あやまれ」と⾔った。 
  ja:di=ga] mutja: [az=du s. 家族の分はあるよ。 
 
 ｃは ts に、cj はその拗⾳に使⽤する。ci（チ）cu（ツ）cja（チャ）cju（チュ） 
 拗⾳はｊを使⽤して、sja（シャ）zja（ジャ）tja（テャ）dja（デャ）のようにしめす。ｎ
の拗⾳は⼝蓋化した nja（ニャ）だが、⼝蓋化していない場合は、nia（ネィア）／n<ia>:（ネ
ィァー）のようにしめす。<ia>は１拍の⼆重⺟⾳をあらわす。調査票では同じ語彙でもこれ
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らが揺れて混在しているばあいがあるが、可能なかぎり発⾳のとおりに表記した。 
si の⾳価は[ʃi]、zi の⾳価は[ʒi]である。また、ssi は[ʃʃi]、zzi は[ʒʒi]である。 

 環境によって⾳価の変わる単純な撥⾳は N でしめし、促⾳は⼦⾳連続でしめす。 
 
  banu=N]ke: [no:=ju]=me[:] fu:N. 私に何もくれない。 
  nu[madi ik]ka: [nu:z]na. 飲むなら乗るな。 
 
 助辞との融合によって⽣じた撥⾳は⾳声のままにしめす。 
 
  karaju]ka=nna 床には＜karajuka=N=ja 
  midumma ⼥は＜midum=ja 
 
 上記の例にもあるように、イントネーションを下降 " ] "、上昇 " [ " でしめす。イントネ
ーションには⽂のタイプや語形による⽐較的安定的なものもあれば、⼀時的なものもある。 
 調査票では助辞をつなぐ=を省略した。 
 
 
参考⽂献 
国⽴国語研究所(2012)『「消滅危機⽅⾔の調査・保存のための総合的研究」宮古⽅⾔調査報
告書』 
 
 
 

 ⽇本語例⽂ 来間島⽅⾔ 

1 あなたは ナスを ⾷べるの？ vvaː nassubaː foːdu [s? 

2 
ううん、私は ナスは ⾷べな
い。 

[aːi abaː nassubaː faːN. 

3 
我が 家では、夏には、毎⽇ ニ
ガウリを ⾷べる。 

baNtaː] jaːnna nacɿnna mainicɿ    
goːroːdu foː. 

4 
今⽇の 朝ごはんは 何を ⾷べ
たの？ 

kjuː]nu [asamunuː]baː [noːju]ga [foːtaz? 
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5 味噌汁と ごはんを ⾷べた。 msustu] mazzu[du] foːtaz. 

6 
姉さんは 朝ごはんを ⾷べなか
った。 

aN]gaː [asamunuː]baː [faːt]tam. 

7 
何故、姉さんは 朝ごはんを ⾷
べなかったのかなあ。 

noːt]ciː [aN]gaː [asamunu]ː [faːt]tam 
[gareːra. 

8 
この サトイモは 誰が ⾷べる
の？ 

kunu] sḁtumːmubaː [taː]gaː [foː gamata? 

9 
おとうとがこそ ⾷べるんだ。私
は たべない。 

ututunu]gamidu foː. abaː faːN. 

10 
お前が 天ぷらを 全部 ⾷べた
だろう？ 

vvaga]du [tiNpuroː]baː [mː]na [foːtaz] 
da[raː? 

11 私は ⼀つだけ ⾷べたんだよ。 abaː [pi̥tiːc]tjaːna[du] foːtaz deː[ra. 

12 私が ⾷べる 前に 無かった。 baga faːN]kja [njaːt]tam. 

13 
残っていた テンプラは、弟がこ
そ きっと ⾷べよったんだ。 
俺じゃないよ。 

nukurjuː]taz [tiNpuroː]baː [ututunudu 
kimari fai]juːc. baː araN. 

14 
太郎も バナナを ⾷べるかな
あ。（独り⾔のように） 

taroː]meː basoːnazzubaː [foːdu s] bjaːra. 

15 
太郎も ⾷べるだろう／⾷べるは
ず。好きだから。 

taroː]meː [foːdu s] padz. zjoːgu iriba. 

16 
お前も バナナを ⾷べるだろ
う？ うん ⾷べる。 

vva]meː [basoːnazzu]baː [foːdu s] 
da[ra? [asi faiju. 

17 
誰が お菓⼦を ⾷べたのかな
あ。（独り⾔のように） 

taː]gaː [koːssu]baː [foːtaz] gareːra. 

18 
お菓⼦は 妹が ⾷べたはず。／
⾷べてあるはず。 

koːssu]baː [ututunudu foːtaz padz.／faijuː
c padz. 
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19 
そこに あった ⿂は 誰が ⾷
べよったの？ 

umaN] ataz [zzuː]baː [taː]gaː foːta[ː?／
foːta[z? 

20 
⽝が ⾷べよったのかな。（独り
⾔のように） 

iNnu]du [foːtaz] bjaːra. 

21 隣の 猫が ⾷べよったはずよ。 tunaz]nu [majunu]du [foːtaz] padz[doː. 

22 
⾷べるなって いったのに、⾷べ
たのか？ 

foːna]tiː [aztaz] munuː [foːtaz] bjaːra? 

23 
兄さんが ⾷べよったから、私も 
⾷べたんだよ。 

azjaga] foːtariba[du] baNmeː foːtaz   
deː[ra. 

24 
兄さんが ⾷べよったの？ 本当
なの？ 

azjaga[du [foːtaz]? maːNti[ː? 

25 
兄さんは 三つまで ⾷べよっ
た。 

azjaː [miːcɿ]gami [foːta]m. 

26 
ねえさんも ⾷べよっただろう？ 
⾒ただろう？ 

aNga]meː [foːtam] daraː? [miːdu s]taz 
daras[soː? 

27 
ねえさんは ⼀つしか ⾷べなか
った。（⼀つだけゾ ⾷べた。） 

aN]gaː [pi̥tiːc]tjaːna[du] foːtaz. 

28 
昨⽇ ⾷べた ソバは おいしか
った。 

cɿnu foː]taz subaː [mmamunu i]tam. 

29 今⽇も ⼀緒に ⾷べよう。 kjuː]meː [maːci̥ki] fa[ː. 

30 今⽇は 街に ⾷べに ⾏こう。 kjuːja] ma[cɿN]keː [foːga ika. 

31 
ご飯を ⾷べながら テレビを 
⾒るな。 

munuː foːgacuna terebjuː [miːN]na. 

32 
もう ⽚付けるから、急いで ⾷
べろ。 

nnja [sarait]cjaː [saːtiː feː. 
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33 
ぜんぶ ⾷べるまで 待って く
れ。 

mːna foː]kja [maci̥ fiː]ro. 

34 
お前が ⾷べきれないなら、俺が 
⾷べよう。 

vvaga faːruda]kaː [baga faːt]cjaː. 

35 これは 私が ⾷べる。 kurjuː]baː [baga faːdi. 

36 
（もったいないから） 
⾷べるなら 残すな。残すなら 
⾷べるな。 

(atarakakarjaː) faːdi ik]kaː [nuksɿna. 
nuksadi ik]kaː [foːna. 

37 
明⽇ ⾷べる コメを 買って 
きて。（買って こい。） 

acja foː ga]matanu mazzu [kai ku]ː. 

38 
太郎は ご飯を ⾷べて 薬を 
飲みよったか？ 

taroː]ja [munoː fa]ittiː[du fsuz]zubaː 
[numtazna? 

39 
うん、ごはんを ⾷べて、薬を 
飲んだ。 

asiː munoː fait]tiː[du fsuz]zuba[ː 
numtaz. 

40 
兄さんは 昼飯を ⾷べてから 
畑に ⾏った。 

azjaː [asjaː fait]tiː[du] pariNkeː piztaz. 

41 
弟は 昼飯は ⾷べないで 畑に 
⾏こうと して いた。 

utu̥toː asjaː] faːN[du] pariNke[ː] 
piratti[ː] utaz. 

42 ⾁を ⾷べたら 元気に なる。 ni[kuː fai]ba[du] itcja idiz. 

43 
明⽇も サシミを ⾷べるから、
買って 来い。 

acjameː namassu faːt]cjaː [kai] kuː. 

44 
今⽇ ⾷べたから、明⽇は ⾷べ
なくても いい。 

kjuː foː]tariba [acjaː faːNniameː]  
junumunu. 

45 
痩せた ⼥は、たくさん ⾷べな
ければ お乳は 出ない。 

ga[bjoː] midumma ma[sjaːN] faːdakaː 
cs[sa] iduN. 

46 
男は 何を ⾷べても、お乳は 
出ない。 

bi[kidumma noːju faija]ːti[ː] cssa] iduN. 
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47 
だれでも しょうがを ⾷べれば 
からだが 温かく なる。 

toːmeː soːkoː foːk]ka[ː duːnudu pumic. 

48 
私は しょうがを ⾷べたのに 
からだが 温かく ならなかっ
た。  

abaː soːkoː[duː] foːtazsuga [duːja 
pu̥mikat]tam. 

49 
しょうがを ⾷べなかったのに 
からだが 温まってきた。  

soː]koːbaː [faːt]tamsuga[du] duːnu 
[pumi] kjuːtaz. 

50 
⼆郎は しょうがを⾷べなくても 
からだは 温まっているそうだ。 

dziroː]ja [soː]koːbaː [faːN]niameː [duːja 
pumikiːdu] uzt[cja. 

51 
太郎は ⾁は よく ⾷べるのに 
野菜は ぜんぜん ⾷べない。 

taroːja nikuː]baː [juː]du [foː]suga[du  
suːju]ba[ː] noːmeː faːN. 

52 
今⽇は ⾁を ⾷べないから、買
って 来るな。 

kjuː]ja [nikuː]baː [faːzjaːN]ni[ba kai 
csɿ]na. 

53 
昨⽇は ⿂を ⾷べなかったか
ら、今⽇は ⾷べよう。 

cɿnoː zzuː]baː [faːt]tariba kjuːja [faː. 

54 
今⽇ 買った キャベツは おい
しかったから、⾷べて みろ。 

kjuː koː]taz [tamanaː]ja [mmakḁ]tarjaː 
[fai miː]ro. 

55 
その 腐った ⾖腐は ⾷べる
な。 

unu fsari toːf]fuba[ː] foːna. 

56 
何故 カボチャを ⾷べないの？ 
おいしくないの？ 

noːt]ciː [kabucjoː]baː [faːNni]a? 
[mmaffa] nia[N? 

57 
腹が いっぱいだから ⾷べない
のだ。カボチャはおいしいけど。 

bata mcjuːri]badu faːN. [kabo]cjaː 
[mmakas]sugadu. 

58 
姉さんも ⾷べなかっただろう／
⾷べなかったはず。 

aNgame]ː [faːt]tam dara[ː.／faːt]tam 
padz. 

59 
花⼦は カボチャを ⾷べないか
なあ。（独り⾔のように） 

hana]koː [kabo]cjoː [faː]zjaːN bjaː[ra.／ 
faː]djaːN bjaː[ra. 

60 
花⼦は カボチャを ⾷べない
の？ 

hana]koː [kabo]cjoːbaː [faːN?  

── 253──

宮古来間島方言の動詞資料



7 

 

61 
花⼦は ⾷べないはず。嫌いだか
ら。 

hana]koː [faːN padz. skaNniba. 

62 
お前も カボチャを ⾷べないん
だろう？ うん、⾷べない。 

vva]meː [kabo]cjoːbaː [faːN] dara[ː? 
asje] faːN. 

63 
おまえが ⾷べなかったら カボ
チャは 残るだろう。 

vvaga faːdaka]ː [kabo]cjaː [nukuzdu s 
padz. 

64 
⾷べろって いったのに、⾷べな
かったのか？ 

feː]tiː [aztarjaː]meː [faːt]ta[m? 

65 
お腹が 痛かったから（病んでい
たから）、⾷べなかったのだ。 

batanu] ja[mjuː]taribadu [faːt]tam. 

66 
粥が 残って いるけど、誰が 
⾷べなかったの？ 

juvnu nukurju]ːzsuga [taː]gaː [faːt]tarjaː? 

73 
お粥を ⾷べない ⼦供には お
菓⼦を あげない 

juvvu faːN ffan]na [koːs]suba[ː fuːN.／ 
fiː]zjaːN. 

67 
お前も お粥を ⾷べなかったん
だろう？ 

vva]meː [juvvu]baː [faːtta]m dara[ː? 

68 
ぜんぶ ⾷べない うちに ⽚付
けられたんだよ。 

mːna faːN]kja[du tureː]taz deː[raː. 

69 
誰も ⾷べないのに 芋を 煮
た。 

toː]meː [faːN] munuː [mː]mu [niː]taz. 

70 誰も ⾷べない 物は 煮るな。 toː]meː [faːN] munuːbaː [niːN]na. 

71 
おまえが ⾷べないなら 芋は 
煮ないよ 

vvaga faːzjaːda]kaː [mːmu]baː [njuː]zjaːN.
／[njuː]djaːN. 

72 
残したら もったいないから、⾷
べないなら 煮るな。 

nuku̥su̥kkaː atarakaka]riba [faːda]kaː   
[niːN]na. 

74 姉さんが 東京から 来る。 aNgadu] toːkjoːka[ra] csɿ. 
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75 
姉さんは いつ 来るの？  明
⽇ 来る。 

aN]gaː [icɿ]ga csɿ[? ]acjadu csɿ. 

76 
姉さんの 夫も 来るの？ う
ん、来るよ。 

aN]gaː [butu]meːdu c[sɿ? ]a[sje cs 
ga]mata [ju. 

77 
姉さんたちが 来るから、いとこ
も 来るだろう／来るはず。 

aNga]taːga ci̥siba [icju̥fu]meː cs padz. 

78 
姉さんたちが 来るなら、料理を 
つくって おこう。 

aNga]taːga [kuːdi ik]kaː munoː kuvvi 
u[ka. 

79 
いとこたちが 来たら、いっしょ
に 遊ぼう。 

icjufunu]kjaːnu cskkaː [maːci̥ki] as[pa. 

80 
姉さんたちは 空港から バスで 
来るんだ。 タクシーじゃない。 

aNga]taːja [hi̥koː]zjoːkara [basusiː] cs 
kamata. [tḁku̥siː] araN. 

81 
姉さんたちが 来ない うちに 
家を ⽚付けろ。 

aNga]taːga [kuː]Nkja [jaːju katazki]ro. 

82 
いとこたちが 来たから、⼀緒に 
遊んだ。 

icju̥funu]kjaːnu [cstariba maːci̥ki aspɿtaz. 

83 
姉さんたちは ⾶⾏機で 来て、
船で 帰った。 

aNga]taːja [hi̥koːki̥]siː [ci̥sittiːdu funi]siː 
[pizta]z. 

84 
⼤阪の 兄さんは 来ないだろう
／来ないはず。 

oːsḁkanu] azjaː [kuːN] padz.／[kuːN] 
daraː. 

85 なぜ 来ないの。 noːt]ciː [kuːN]nia. 

86 
忙しいから、来ないんだ。 来た
く ない わけ じゃない。 

paNtakaribadu] kuːN. [csɿbuf]fa  
[niaNtiːnubaː] araN. 

87 弟も 来ないの？ utu̥tu]meː [kuː[N? 

88 
うん、弟は 仕事が あるから、
来ない。 

a[sje utu̥]to[ː sɿgutunu] ari[ba] kuːN. 
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89 
弟が 来ないから、かれの 妻
（⼥）も 来ない。 

utu̥tu]nu [kuːN]ni[ba uriga midum]meː 
[kuːN. 

90 
いとこにも 来いって いったの
に、来なかったのか？ 

icju̥fuN]keːmeː [kuː]tiː [aztaz]suga   
kuːt]tam? 

91 
いとこは 来⽉ ここに 来てか
ら、仕事を 探すそうだよ。 

icju̥]foː [rai]gecu [kumaN]keː [ci̥sitti 
sɿgutuː tumudit[cja. 

92 
兄さんたちは、今年は 来なかっ
たねえ。 

a[zja]taːja [kutus]sa [kuːt]tam i[ra. 

93 
何故、来なかったのかなあ。（独
り⾔のように） 

noːt]ciː [kuːt]tam gareːra. 

94 
今年は 忙しかったから、来なか
ったんだよ（来ておかない）。 

ku̥tus]sa [paNtakaribatiːdu] ci̥sjuːkaN. 

95 
来年は 来るかなあ。（独り⾔の
ように） 

jaː]nia [kuːdi] bjaː[ra. 

96 
今年は、来なくても、来年は 来
るかもしれない。 

ku̥tus]sa [kuːN]niameː [jaː]nia [cs padz. 

97 
今⽇は 来なくても いいって 
⾔ったのに、来たのか？ 

kjuː]ja [kuːN]nia]meː [junu]munutiː 
[az]taz munuː [ctaz? 

98 なぜ、来たの。 noːt]ciː [cta]rjaː? 

99 
急ぎの ⽤事が あったから、来
たんだよ。遊びに（と）ではない
よ。 

isjuginu joːnu ataribadu ctaz] deː[ra. 
aspɿga]tiː [araNdoː. 

100 
昨⽇は 来なかったんだろう？ 
うん、来なかった。 

cɿ]noː [kuːt]tam dara[ː?] a[sje] kuːttam. 

101 なぜ 来なかったの？ noːt]ciː [kuːt]tarjaː? 

102 忙しかったから、来なかった。 paNtakaribadu kuːt]tam. 
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103 
おまえは おとといも 来ただろ
う？ うん、来たよ。 

vva]ː [bututuz]meː [cta]m daras[soː? 
asje ctaz ju. 

104 
明⽇は 来ないんだろう？ う
ん、畑に、だから 来ない。 

acja]ː [kuːN] daraː? [asje pariNkeː] 
iriba [kuːN. 

105 
あさっては、家に いないから、
来るな。 

asḁtjaː jaːN]nia [uraN]niba [csɿna. 

106 
しあさっては 君も 来るだろ
う？ うん、来るよ。 

siasat]ti[a vvameː kuːt]tara[ː? asje]   
kuːde. 

107 
花⼦も 来ないかなあ。来たら 
いいのに。（独り⾔のように） 

hanako]meː [kuːdjaːN] bjaː[ra. ci̥sjaː]sum 
munuː. 

108 
友だちも 連れて 遊びに 来
い。 

dussu]meː saːri aspɿga kuː. 

109 
昨⽇は 来なかったのに 今⽇は 
来るの？  

cɿ]noː [kuːt]tazsuga [kjuː]ja [c kamata? 

110 郵便は さっき 来ていたよ。 juːbi]nna [nnamagata ci̥sjuːta]zdo[ː. 

111 
郵便は 来ていたの？ 本当な
の？ 

juː]binna [ci̥siː]du uta[z?] maːNti[ː? 

112 
郵便が 来よったから、⼿紙は 
あるんだよ。 

juː]biNnu [ctaribadu tiga]mjaː [az]   
deː[ra. 

113 
誰も 来ないのに 店を 開けて 
いるの。 

toː]meː [kuːN] munuː matcjaːju akjuː[z? 

114 客が 来るなら 店を 開ける。 kjḁkunu kuːdi] ikkaː matcjaːju akudi. 

115 今⽇は 何⼈、来よったの？ kjuː]ja [iftaːzgaː cta[ː? 

117 ⼣⽅に 五⼈くらい 来ていた。 jusarabi guniNbakaːz ci̥sjuːta]m. 
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118 
そうか。来ていたんだ。（私は⾒
なかったけど） 

aNci[ː ci̥siː]du uta[zna. 

119 
でも 五⼈も 来たのに 何も 
買わなかった。  

aNsuga guniN ci̥sjaː]meː [noː]meː   
[kaːt]tam. 

120 
何しに 来たのかなあ。変な 客
だったなあ。（独り⾔のように） 

noːs]ka [ctaːz] gara. [piNna kjḁku 
itam]saː. 

121 
客が 来そうもないなら 店を 
閉めよう。 

kjakunu csɿguːffa] niadakaː     
[matcjaːju]ba[ː ffadi. 

122 
夜に なって 誰も 来なかった
から、閉めた。 

juneː] na[ri toː]meː [kuːt]tariba[du] 
fftaz. 

123 
明⽇は 客は 来るだろう／来る
はず。 

acjaː] kjakoː cs padz. 

124 
明⽇ 来る 客には おまけを 
やろう。 

acja cs kjakun]na [waːba turasadi. 

125 
客が 来ない前に おまけを ⽤
意して おこう。 

kjḁkunu kuː]Nkja waːbamunuː uckjuːkade. 

126 
私が ⾔った 通り、来よっただ
ろう？ 

baga aztaz] niaN [cstaz] dara[ː? 

127 
うん、朝 来た 客が ⼣⽅も 
来よった。 

asje stumuti] ctaː kjḁkunu[du 
jusarabi]meː [cta]ː. 

128 
以前から おまけを して おけ
ば、客は もっと 来よっただろ
う／来よったはず。 

kanageː]kara [waːbamu]noː [siː] ukaba 
kjḁkoː nnjapi [ctam] dara. 

129 
おまけを して おいたら、来よ
ったのかな。 

waːbamu]noː [siː] ukabaː [cstu staː] 
bjaː[ra. 

130 
うん、もう少しは 客は 来ただ
ろう／来たはず。 

asje nnjapiː]cjaː [kjḁkoː cstam] daraː. 

131 客が 来ない 店は つぶれる。 kjḁkunu kuːN] matcjaːja toːridu s. 
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132 
あの ⼦は 学校には 来ない
で、家で 遊んでいるはず。 

kanu f]faː gak[koːN]keːja [kuː]N    
[jaːNdu aspjuːz] padz. 

133 
学校に 来ながら、あの ⼦を 
連れて こい。 

gakkoːN]keː [cka]cuna [kanu f]foː [saːri 
ku]ː. 

134 
バスが 来るまで 港で 待って
いよう。 

basunu cs]kjaː [saNba]siN macjuːra. 

135 
バスが 来なかったら タクシー
に 乗ろう。 

basunu kuːda]kaː [taku̥siːN]keː [nuːra. 

136 
⿂を たくさん 釣って 楽しか
ったから、来年も 来よう。 

zzuː masjaːN ffasi umussikat̥a]rjaː   
[jaːni]meː ku[ː. 

137 
来年も ⼆⼈で ⼀緒に 来よ
う。 

jaːni]meː [ftaːz maːci̥ki] ku[ː. 

138 
私たちが 来れば、太郎も 来る
って ⾔っていたよ。 

baNtaːga] cskaː [taroː]meː [kuːdi]tiː 
[azzjuːtazdo[ː. 

139 
こんど 来なかった ⼈も 来年
は 来るそうだ。 

kuNdu kuː]roːttam [pStu]meː [jaː]njaː 
[c kama]tat[cja. 

140 
来年 来れなくても、翌年は み
んなで 来よう。 

jaːni kuː]roːNniameː [juku̥tussa mːnasiː] 
ku[ː. 

141 
島に 来なければ、島の いい 
ところは わからない。 

sɿmaN]keː [kuːda]kaː [sɿma]nu [zjoː]saː 
[ssaruN. 

142 
あいつは 友達が 家に 来て
も、お茶も 出さない。 

karjaː dusɿnu jaːN]keː [csja]me[ː   
cjaː]meː [idasaN. 

143 
あいつは 友だちが 来るのに 
お茶さえ 出さないのか？ う
ん、出さない。 

karjaː dusɿnu ci̥siba]tiː [cjaːja]cum 
[idasaN? asje] idasaN. 

144 
だから、今まで だれも 来なか
っただろう／来なかったはず。 

aNciba nnamagami toːmeː kuːt]tamsa[ː. 

145 今⽇は 何を 煮るの？ kjuː]ja [noː]juga njuː[di? 
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146 
今⽇は、昨⽇ 買った サツマイ
モを 煮る。 

kjuː]ja [cɿnu koː]taz mːmu njuːdi. 

147 この 鍋で 煮るの？ kunu nabi]siːdu [niːz? 

148 
ううん、⼩さいから その 鍋で
は 煮ない。 

araN imikariba unu nabi]siː[ja] njuːN. 

149 
どうやって こんなに たくさん
の サツマイモを 煮るのかな
あ。（独り⾔のように） 

noːba]siːga [kaN]ciː [masjaːN]nu mːmu 
niː garai[ra. 

150 今⽇は かぼちゃを 煮ないの？ kjuː]ja [kabo]cjoːbaː [njuːN? 

151 
昨⽇ 煮たから、今⽇は 煮ない
んだ。 

cɿnu niː]tariba [kjuː]ja [njuːN. 

152 
冷蔵庫に 豚⾁が あるのに 何
故 煮ないの？  

reːzo]ːkoN [waːnu sɿː]snu [arjuːz]  
munuː [noːt]ciː [njuːN]nia? 

153 
きのうも 豚⾁だったから、今⽇
は 豚⾁は 煮ないんだろう？う
ん、今⽇は 煮ない。 

cɿnu]meː [waː] itariba [kjuː]ja    
[waː]jubaː [njuːN] dara[ː? [asje] kjuːja 
njuːN. 

154 
ゴボウは 煮ないだろう／煮ない
はず。嫌いだから 

goboːja njuːN] dara[ː. cɿmuN pugaN] 
munuː. 

155 
そうか、好きじゃないから、ゴボ
ウは 煮ないんだ。 

aNciːna. cɿmuN pugaNnibadu] goboːjubaː 
[njuːN] saː[ka. 

156 
今⽇ 煮ないなら 箱に ⼊れて 
おけ。 

kju]ː [njuːda]kaː [pḁkuN]keː [zzjuːke. 

157 
私は 煮なかったのに 鍋に 煮
た ⾥芋が あった。 

abaː njuːta]msu[ga] nabiN [niː mːnu] 
ataz. 

158 この ⾥芋は 誰が 煮たの？ kunu] satumː]mubaː [taː]gaː [niːta[ː? 
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159 
その ⾥芋は 姉さんが 煮たん
だ。  

unu sat̥umː[ma] aNgaga[du] niːtazdo[ː. 

160 
姉さんが 煮たんだろう？⾃分が 
煮るって ⾔って いたから。 

aNgagadu niːtaz] dara[ː. duːga njuːttiː 
azzjuː]tariba. 

161 
姉さんが 煮た ⾥芋は おいし
かったねえ。 

aNgaga niː satumːma mmamunu itam 
i[ra. 

162 
⿂が 冷蔵庫に あったけど、何
故 ⿂を 煮なかったの？ 

zzunu reːzoːkoN arjuːtaz]suga [noːt]ciː 
[zzuː njuː]ta[ː? 

163 
鶏⾁を ⾷べたかったから、鶏⾁
を 煮た。 

tuzzu foːbuskatariba[du] tuzzu niːta]z. 

164 
鶏⾁は 煮たけど、⿂は 煮なか
った。 

tuz]za [niːta]zsu[ga zzuː]ba[ː njuːtta]m. 

165 
何故、⿂は 煮なかったのかな
あ。（⾷べたかったなあ。独り⾔
のように） 

noːt]ciː [zzuː]baː [njuːt]tam gareːra. 

166 
昨⽇も ⿂を 煮たから、今⽇は 
煮なかったんだろう？ 

cɿnu]meː [zzuː niː]tariba[du] kjuːja  
[njuːt]tam da[raː? 

167 
うん、昨⽇も ⿂だったから、今
⽇は 煮なかったんだよ。 

asje cɿnu]meː [zzu] itariba[du] kjuːja 
njuːttariba [ju. 

168 
誰が カボチャを 煮たのかな
あ。おいしいなあ。（独り⾔のよ
うに） 

taː]gaː [kabo]cjoː [niː]taz gareːra.  
m[maː]mma. 

169 
そのカボチャは 姉さんが 煮た
だろう／煮たはず。 

unu] kabocjaː [aNgaga]du [niː]taz daraː. 

170 
姉さんが 煮る カボチャは ⽢
くて おいしい。 

aNgaga niː kabo]cjaː [azɿmakari 
mma]munu. 

171 
姉さんが 煮れば、みんな 残さ
ず ⾷べる。 

aNgaga niːk]kaː [mːna nuku̥saNdu foː. 
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172 
姉さんが 煮ないなら 誰が 煮
るの？ 

aNga]ga [njuːda]ka[ː taː]gaː [niː]ru[ba?／
[niː] gama[ta? 

173 
花⼦が 煮るだろう／煮るはず。
⾃分で 煮たいって ⾔って い
た。 

hana]koga [njuːt]tara.／[niːz padz. duː]siː 
[njuːttiːdu] azzjuːtaz. 

174 
お前も 時々は 煮るだろう？ 
うん、煮るよ。 

vva]meː [pjoː]sɿnna [niːm] dara[ː? asje] 
niːdu sdo[ː. 

175 
花⼦は 煮なかっただろう／煮な
かったはず。 

hana]koː [njuːt]tam daraː. 

176 
鍋に あった トウガンは 誰が 
煮よったの？ 

nabiN] ataz [suv]va [taː]gaː [niː]tarjaː? 

177 
さっき 台所に いた 姉さんが 
煮よっただろう／煮よったはず。 

nnamagata nakazjaN] utaː [aNga]gadu 
[niː]taz daraː. 

178 
イモを 煮ろって いったのに、
煮なかったのか？ 

mːmu niːro]tiː [az]taz munuː     
[njuːt]ta[m? 

179 
兄さんが 煮よったから、私は 
煮なかった。 

azja]ga [niː]tariba[du] abaː [njuːt]tam. 

180 
兄さんが 煮よったの？ 本当な
の？ 

azjaga]du [niː]ta[z]？ maːNti[ː? 

181 
兄さんは ⾷べきれない くらい 
煮よった。 

azjaː [faːruN] sjḁku[du] niːtaz. 

182 
何故 あんなに たくさん 煮よ
ったのかな。（独り⾔のように） 

noːt]ciː aNciː masjaːN [niːtaz] gareːra. 

183 
芋を 煮ながら テレビを ⾒る
な。 

mːmu niːga]cna [tere]bjuː [miːN]na. 

184 
ぜんぶ 煮ないうちに ⽕が 消
えた。 

mː]na [njuː]Nkja [umat]cja [kjaː]ritaz. 

185 
ゴボウは 煮るなって いったの
に、煮たのか？ 

go[boːju]baː [niːN]nati aztaribagami  
[niːtaz?  
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186 
誰も 煮ないのに ⿂を 買って
きた。 

toː]meː [njuːN]suga[du] zzu[ː] kai ctaz. 

187 
⿂を 煮ないで、何を 煮るの？ 
タコを 煮る。 

zzu]baː [njuː]dana [noː]juga njuː[di? 
tḁkuː]du njuːdi. 

188 
タコは 煮ない 前に 塩で 揉
んでから 煮ると 柔らかくな
る。 

tḁkoː njuːN]kja [maːs]siː mu[mit]ti  
[niːru]ba[du] jaːraf naz. 

189 
少ししか 煮なかったのに 柔ら
かく なっている。  

imiː]cjaːmatjaːna[du] niːtazsuga[du]    
jaːrajaː[ra] narjuːz. 

190 
姉さんも そうやって 煮よった
だろう？ ⾒ただろう？ 

aNga]meː [aNciː]du [niː]juːtaz dara[ː.  
miː]tam daras[soː?  

191 
今⽇は 豚⾁は 煮ないから、買
って 来るな。 

kjuː]ja [waːju]baː njuːN]niba [kai csna. 

192 
昨⽇は、煮なかったから、今⽇ 
煮よう。 

cɿnoː njuːt]tariba [kjuː njuːde.／nju[ː. 

193 
お⺟さんが 煮なかったら 誰も 
煮ないだろう／煮ないはず。 

aNna]ga [njuːda]kaː [toː]meː [njuːN 
padz. 

194 
姉さんが 煮ないなら、私たちが

⼀緒に 煮よう。 
aNga]ga [njuːdjaːda]kaː baNtaːga maːci̥ki 
nju[ː. 

195 今⽇は おまえが 煮ろ。 kjuːja vvaga niː]ro. 

196 
お前が 煮ないなら、私が 煮よ
う。 

vvaga njuːda]kaː [baga njuːde. 

197 
私が サトイモを 煮たのに 誰
も ⾷べなかった。  

baga satumː]mu [niːtarjaː]meː [toːmeː  
faːtta]m. 

198 ⿂ぐらい ⾃分で 煮てみろ。 zzugamjoːbaː [duː]siː [niː miːro. 

199 
⿂を 煮るなら、塩を 少し ⼊
れろ。 

zzuː njuːdi ik]kaː [maːsuː imiːcjaːma 
zziro. 
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200 
⿂を 全部 煮るまで 待ってく
れ。 

zzuː mːna niːkja maci̥] fiːro. 

201 
全部 煮なくても 家族の 分は 
あるよ。 

mːna niuN]niameː [jaːdiga] mutjaː 
[azdu s. 

202 
明⽇は ⼤根 煮るから、買って 
来い。 

acjaː upunjuː niudis]sjaː [kai] kuː. 

203 
⼤根は、豚⾁も ⼊れて 煮なけ
れば、美味しく ない。 

upu]nia [waːju]meː [zzi] niudaka[ː] 
mmaffa niaN. 

204 
豚⾁も ⼀緒に ⼊れて 煮ない
かなあ。（独り⾔のように） 

waːju]meː [maːci̥ki zzi niudjaːN] bjaː[ra. 

205 
⼤根を 煮てから、味噌汁も 作
った。 

upuni]u [niːtti msussu]me[ː] cftaz. 

206 
⼤根を 煮ない ⽇は、カボチャ
を 煮た。 

upuni]u [niuN pSsunna kabo]cjoː[du] 
niːtaz. 

207 
⼤根は よく 煮るのに ニンジ
ンは あまり 煮ない。 

upuni]ubaː [juːdu niːs]suga[du]   
cɿ[deː]juba[ː] naNzju njuːN. 

208 
⾁と ゴボウを いっしょに 煮
たら、泡（あく）が たくさん 
出て いた。 

niku̥tu] go[boː]ju [maːci̥ki niːk]kaː[du  
aːbukunu masjaːN idi] utaz. 

209 
私は ⾃分で ⿂を 煮て 酢の
物も 作った。 

abaː [duː]siː [zzuː niː] na[mas]sumeː 
cftaz. 

210 
全部 兄さんがこそ 煮よったん
だ。俺じゃないよ。 

mːna azjagagamidu niːta]z. a[baː araN. 

211 
⿂は 兄さんがこそ 煮るんだ。
⼈には 煮させない。 

zzuː]baː [azjagadu niːz dara. pStun]na 
[niːssaN. 

212 
弟が ⿂を 煮ても、だれも ⾷
べない。 

utu̥tunu] zzuː [niː]jaːme[ː toː]meː faːN. 

213 
その ⿂は 腐っているから 煮
るな。 

unu z]zoː [fsa]rjuːriba [niːN]na. 
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 ⽇本語例⽂ 来間島⽅⾔ 

1 どこでも 男が ⾈を 漕ぐ。 
N[zjaN]meː [bikidum]nu[du] funjuːba[ː] 
kuz. 

2 
若い ときは みんなで ⾈を 
漕いだ。 

bakḁ[kaz]kjaː [mːna]siː[du] funjuː kuztaz. 

3 
今でも ⼦どもは ⾈を 漕がな
い。 

nnama]meː [jara]bjaː [funiu]baː [kugaN. 

4 
今⽇は ⼿が 痛いので、⾈を 
漕げない。 

kjuːja tiːnu jamiba funia kugaru]N. 

5 
病気が 治ったから、⾈は 漕げ
る。 

jamnu noːz]tariba [funi]a [kugari]du s. 

6 明⽇も 畑に ⾏く。 acja]meː [pariN]keːdu icɿ. 

7 
太郎は 晴れた ⽇は 畑に ⾏
く。 

taroːja zjoː waːccɿnna pariNkeːdu] icɿ. 

8 
天気が 悪いときは 畑へは ⾏
かない。 

jana] waːccɿnna pariNkeːja ikaN. 

9 
昼間 畑仕事を して、夜は 遊
びに ⾏った。 

pSsuma parisɿgutoː sit[ti] juneː[ja] 
aspɿgadu] ictaz. 

10 
太郎は ⼆郎に 頼んで 友⼈を 
畑に ⾏かせた（やらせた）。 

taroːja [dziroːN]keː tanu[mi] dus[su] 
pariNkeː jarastaz. 

11 
いとこも ⾏きたがって いたの
で ⾏かせた（やらせた）。 

icju̥fumeː icɿbussaːsiː utariba[du] jarastaz. 

12 5⽉は よく ⾬が 降る。 gogatcja juːdu aminu] ffu. 

13 12⽉は ⾬ 降らないよ。 zjuːniga]cunna [ami]a [ffaN]do[ː. 
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14 昨⽇も ⼤⾬が 降った。 cɿnu]meː [uːa]minudu ffutaz. 

15 あ、⾬ 降ってきた。 a[ba. ami]nudu [ffi c]sɿ. 

16 
⼤⾬が 降って 橋が 流され
た。 

uːa]minu [ffiːdu] pḁsɿnu nagasaritaz. 

17 
太郎は 毎⽇ 学校の 前で バ
スから 降りる。 

taroːja mainicɿ gakkoːnu meːN[du] 
baskara uriz. 

18 
友⼈が さきに バスを 降り
た。 

dusɿnudu sada[ri] basukara urita]z. 

19 
この バス停では 誰も 降りな
い。 

kunu basteinna toːmeː] uruN. 

20 
熟んだら、⽊の 実は ⾃然に 
落ちる。 

koːzk]kaː [kiːnu] naz[z<ua> duːgadu] 
utiz. 

21 
熟まない 実は ⽊を 揺らして
も、落ちない。 

mːmaN]／koːraN naz[z<ua>] kiːju 
ucu̥fuːrjaːme[ː] utuN. 

22 
その ⽊の 実は やがて 熟む
よ。そしたら 落ちるよ。 

unu kiːnu] naz[z<ua>] a[kannama 
mːdu sdo[ː]. aNckaː [uti]du s. 

23 
熟んだ ⽊の 実が ⾃然に 落
ちた。 

mː]miːnu kiːnu naznu[du] duːsiː uti̥taz. 

24 
⽊の実は 熟んでいるのに、祖⽗
は ⾃分では 落としきれない。 

kiːnu] nazz<ua> mːmi ussuga[du] sjuːja 
duːsiː utu̥sɿ juːsa]N. 

25 
祖⽗が ⽗に ⾔って 兄に ⽊
の実を 落とさせた。 

sjuːja otoːNkeː az[zi] azjaN kiːnu 
nazzu utu̥sɿmitaz. 

26 
兄が 熟んだ ⽊の実を 全部 
落とした。 

azjagadu mːmiː]nu [kiːnu naz[zu] mːna 
utu̥staz. 

27 
オス⾺も メス⾺も ⼈を 蹴
る。 

biki]nuːmameː [miː]nuːmame[ː pStuː]ba[ː 
kiz]du s. 
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28 
おとなしい ⾺は ⼈を 蹴らな
い。 

nu[ka]nuːmaː [pStuː]ba[ː kiraN. 

29 あの ⾺が ⼈を 蹴った。 kanu] nuːmanu[du] pStuː kiztaz. 

30 
太郎は 去年 買った ものでも 
捨てる。 

taroːja [kuzju] koːtaz munu iraːme[ː 
sti]du s. 

31 
まだ 使えるのに 太郎は ラジ
オを 捨てた。 

nnja]pi [cu̥kaːridu] s munuː [ta]roːja 
[radzioju] stitaz. 

32 
太郎は 壊れた ラジオを 弟に 
捨てさせた。 

taroːja javvi razjoːju[du] utu̥tuN 
stisɿmi]taz. 

33 
家の 前に 壊れた ラジオが 
捨てられて いた。 

jaːnu] meːN[du] javvi razjoː[nu] stireː] 
utaz. 

34 
花⼦は どんなに 古くても、捨
てない。 

hana]koː [noːsiː furukarjaːme[ː] stuN. 

35 
台⾵で 倒れた ⽊を 半分に 
切る。 

kadzifu̥cuN toːritaz kiːju fu̥tacsɿNkeː] 
csɿ. 

36 
折れた 枝も ノコギリで ⼩さ
く 切った。 

bu[riː]nu idoːme[ː] nukuzsi[ː] imika[ri] 
csɿtaz. 

37 
⼆郎が ⼀緒に 切って くれ
た。 

dziroːgadu maːci̥ki ci̥si] fiːtaz. 

38 
この 松の ⽊は 誰も 切らな
い。 

kunu] macɿgiːjubaː [toː]meː csaN. 

39 ⽳は スコップで 掘る。 a[noː]baː [su̥kop]pusiː[du] puz. 

40 
太郎は 掘るけど、花⼦は 掘ら
ない。 

taroːja [puz]suga hanakoː puraN. 

41 
⼆⼈で とても 深い ⽳を 掘
った。 

fu̥taːz]siː [ati fkaːfkanu anoː] puztaz. 
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42 
お⽗さんに 頼んで 兄さんにも 
掘らさせた／掘ってもらった。 

otoːN]keː tanumi [azjaN]me[ː 
purasɿmi]taz. 

43 
掃除の 時には 荷物を 外に 
出す。 

soːzɿ]nu [baːnna nimutcju]ba[ː 
pu̥kaNkeːdu] idas. 

44 
弟も 台所に あった 荷物を 
外に 出した。 

utu̥tu]me[ː nakazjaN ataz nimutcju 
araːNkeː] idastaz. 

45 
⾬が 降れば、荷物は 外に 出
さない。 

aminu fu̥k]ka[ː nimutcju]ba[ː araːN]ke[ː] 
idasaN. 

46 
掃除が 終わったら 荷物を 中
に ⼊れるの？ うん、⼊れる。 

soːzɿ]nu [owazk]kaː [nimut]cjubaː 
[nakaː]Nkeːdu [zziz? asje] zzidu s. 

47 
出した 荷物は 家の 中に ⼊
れろ。 

idas]ta [nimut]cju [jaːnu nakaN]keː 
[zziro. 

48 出した 荷物は 全部 ⼊れた。 
idas]taz [nimutcju]ba[ː mːna zzidu] 
staz. 

49 それは ゴミだから ⼊れるな。 u[rjaː gomi i]riba [zziN]na. 

50 
私たちの 家族は 毎⽇ 6時に 
起きる。 

baNtaː] jaːdjaː [mainicɿ rokudziNdu] 
ukiz. 

51 
昨⽇は 9時に 寝て、6時に 起
きた。 

cɿnoː kudziN nivvitti rokudziNdu] 
uki̥taz. 

52 暗い うちは 誰も 起きない。 ffa]kazkjaː [toːmeː] ukuN. 

53 
もう 7時だよ。 早く 起き
ろ。 

nnja si̥cidzi] deː[ra]. pjaːkari ukiro. 

54 
⽗が 兄に ⾔って 祖⽗を 起
こさせた。 

otoː]gadu [azjaN]keː az[zi sjuː]juba[ː] 
uku̥sɿmitaz. 

55 
兄が 寝ていた 祖⽗を 起こし
た。 

azjagadu nivvjuːtaz sjuː]juba[ː] uku̥staz. 
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56 寝ている ⼦は 起こすな。 nivvi uz] ffoːbaː [uku̥sna. 

57 
弟は 左利きだけど 右⼿で お
箸を 持つ。 

utu̥toː pɿdarja is]suga[du] m[zdiːsi[ː] 
u[mis]suba[ː] muc. 

58 
汁鍋は こぼれやすいから、⽚⼿
では 持つな。 

sirunabju]ːba[ː oːgijas]kari[ba] 
kḁ[tadiː]siː[ja] mucɿna. 

59 
おにぎりの ⼊っている 重箱は 
花⼦が 持った。 

nigiri]nu paz[zjuːz zjuːbaku]ːba[ː 
hanakogadu] muctaz. 

60 
兄さんには お茶を 持ってもら
った／持たせた。 

azja]nna [cjaːjudu] mutastaz. 

61 
お茶を 持つから ⽔は 持たな
い。 

cjaː]ju mu[tadissjaː mitcju]ba[ː] mutaN. 

62 
弟には ヤカンと 湯飲みを 持
たせる。 

utu̥tu]nna ja[kuNtu] cja[bannudu] 
mutḁsɿ. 

63 花⼦は ムシロを 持っている。 hana]koː [mussuːdu] mucjuːz. 

64 重いけど もっと 持てる？ ivkḁssuga nnjapi mucjaridu [sɿ? 

65 
ううん、これ ⼀つしか 持てな
い。（⼀つだけゾ持てる。） 

aː[i kuri pi̥tiːcɿtjaːnadu] mucjariz. 

66 いつも 豚⾁は 私が 買う。 icɿmeː] waːjubaː bagadu koː. 

67 他には 何も 買わない。 pu̥ka]nna noːjumeː kaːN. 

68 
お⽗さんは 昨⽇は 野菜を 買
った。 

otoː]ja cɿnoː [suːjudu] koːtaz. 

69 
今は お⾦が 無いから 買えな
い。 

nnamaː dziNnu njaːNniba kaːru]N. 
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70 
明⽇だったら 欲しい ものが 
買える。 

acja ik]kaː [pu̥skaz munudu] kaːriz. 

71 
買いたかった ものが やっと 
買えた。 

koːbuskataz mununudu] jat[tu kaːritaz. 

72 
お⾦が あれば なんでも 買え
る。 

dziNnu ak]ka[ː noːmeːdu kaːri]z. 

73 
今⽇は お⾦が 無いから 買い
たくても 買えない。 

kjuːja dziNnu njaːNniba 
koːbuskarjaː]me[ː] kaːruN. 

74 ⼈の 命は ⾦では 買えない。 pStunu Nnutcja dziNsiːja] kaːruN. 

75 
お⽗さんが 取った ⿂を 弟が 
売る。 

otoːga tuztaz zzuː utu̥tunu] vv. 

76 
きょうは ⿂が 少ないから、売
らない。 

kjuː]ja [zzunu ikarakarjaː] vvadjaːN. 

77 
昨⽇は 私が 取った イカと 
タコを 売った。 

cɿnoː baga tuztaz ikatu tḁkuːdu] vvtaz. 

78 
その ⿂を 安く 売って く
れ。 

unu] zzuː [jasuːjasu vvi] fiːro. 

79 
私は 毎年 孫たちに お年⽟を 
あげる。 

abaː maitu̥sɿ mmaganu]kjaːNke[ː 
otos̥idamoː] fiːz. 

80 
去年は みんなに 千円ずつ あ
げた。 

kuzjoː mːnaN]ke[ː seNŋeN]naː[du] fiːtaz. 

81 来年は ⼆千円ずつ あげよう。 jaː]njaː ni[seNŋeNna fuːdi. 

82 
いつも おばあちゃんは 私に 
お⾦を くれる。 

icɿmeː obaːja banuNkeː dzinnu] fiːz. 

83 
今⽇は 弟にも 1000円 くれ
た。 

kjuːja utu̥tuNkeː]me[ː seNŋeN] fiːtaz. 
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84 
おじいちゃんは 私に 何も く
れない。 

sjuː]ja [banuN]keː [noːju]me[ː] fuːN. 

85 隣から よく 野菜を もらう。 tunazkara juːdu suːju] muroː. 

86 今⽇は ⼤根を もらった。 kjuː]ja upunjuː[du] zzitaz. 

87 
ピーマンは 苦いから 誰も も
らわない。 

piːman]nubaː Ngjakariba [toː]meː zzuN. 

88 
喉が 乾いているから ⽔を 飲
む。 

nudunu kaːkjuːriba[du] mitcju num. 

89 
私の 夫は 酒は 飲むのに ビ
ールは 飲まない。 

baga butoː sḁkjuː]baː [num]suga 
[biːruː]ba[ː] numaN. 

90 
若い ころは いくらでも 酒が 
飲めた。 

bakak̥azkjaː iskameː sḁkjuːbaː numaridu] 
staz. 

91 
弟は 酒を 飲むと、すぐに 酔
う。 

utu̥toː sḁkjuː numk]kaː [sɿgu]du bjuː. 

92 
昨⽇も 酒は 飲んだので、酔っ
た。 

cɿnu]meː [sḁkjaː numit]tiː[du] bjuːtaz. 

93 
兄は どんなに 飲んでも 酔わ
ない。 

azjaː noːsiː numjaːmeː] bjaːN. 

94 
弟に 酒を 飲ませて、酔わせ
た。 

utu̥tuN sak̥jaː] numasi bjaːstaz. 

95 
少ししか 飲んで いないのに
（少しだけゾ 飲んだけど）、酔
って しまった。 

imiː]cjaːmatjaːna[du] numtazsuga[du] bjuːi 
njaːN. 

96 
弟は 酔って、座敷で 寝て い
る。 

utu̥]toː [bjuːi] dzascɿN nivvjuːz. 

97 
飲むなら 乗るな。乗るなら 飲
むな。 

nu[madi ik]kaː [nuːz]na. [nuːradi] 
ikka[ː] numna. 
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98 
叔⽗さんは 病気だから 酒が 
飲みたくても 飲めない。 

buzjaː jamjuːriba[du] sḁkjuː 
numbuskarjaːme[ː] numaruN. 

99 ここの 井⼾の ⽔は 飲める。 kumanu kaːnu mit[cja] numaridu sɿ. 

100 
あそこの 井⼾の ⽔は 飲めな
い。 

kamanu kaːnu mit]cja numaruN. 

101 
お⺟さんが ⼊れた お茶を 飲
んだ。 

aNnaga fkas cjaːju[du] numtaz. 

102 
こんなに たくさんの ⽔は 誰
にも 飲めない。 

kaNciː masjaːNnu mitcja toːNmeː] 
numaruN. 

103 
お⺟さんは ⾚ちゃんに お乳を 
飲ませた。 

aN]naː [akavvaN cssu] numastaz. 

104 ⼭⽺も ⽜も 草を ⾷う。 piNzja]meː [usɿ]meː [fsoː]du foː. 

105 
⼭⽺は 濡れた 草は ⾷わな
い。 

piN]zjaː [mmi] fsoːbaː [faːN. 

106 
家で 飼っている 猫が ⿂を 
⾷った。 

jaːN ckanai juːz majunudu zzuː foː]taz. 

107 
⽗が 取った ⿂を 猫に ⾷わ
れた。 

otoːga tuztaz zzuːdu majuN] faːritaz. 

108 
毎⽇ 暗く なるまで、外で 遊
ぶ。 

mainicɿ ffaf nazkja araːNdu] aspɿ. 

109 
暗く なったら、誰も 遊ばな
い。 

ffaf nazkkaː toːmeː] aspaN. 

110 
昨⽇は 朝から いとこと 遊ん
だ。 

cɿnoː stumuti̥kara icjuf̥tu[ː] aspɿtaz. 

111 
天気が いいので、⼦どもたちが 
外で 遊んでいる。 

waːccnu zjoːkariba jarabinukjaːnu[du] 
araːN aspjuːz. 
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112 
汚れた ⽫と お椀は 私が 洗
う。 

juguri saratu[ː] makazzuba[ː] baga[du] 
aroː. 

113 
私は 兄さんに 鍋を 洗っても
らった（洗わせた）。 

abaː azjaNdu nabjuː araːs]taz. 

114 
兄さんが 私の 代わりに 洗っ
てくれた。 

azjagadu baga deː]ga[mi] arai fiː]taz. 

115 
花⼦は 料理を 作るから、洗わ
ない。 

hana]koː mu[nuː niːruba] araːN. 

116 暑い ときは 帽⼦を かぶる。 ackaz] baːnna [boːsjuːdu] kav. 

117 
今⽇は 涼しいから 帽⼦を か
ぶらない。 

kjuː]ja [sɿdaːs]kariba [boːsjuː]baː 
[kavvaN. 

118 昔は みんな 笠を かぶった。 mkjaː]mːna [mːna] ku[baː]soːdu [kavtaz. 

119 
いとこたちには 帽⼦を かぶら
せた。 

icju̥fnu]kjaːnna [boːsjuːdu] kavvastaz. 

120 ⾼校⽣は 制服を 着る koːkoː]sei[ja] seifkuː[du] csɿ. 

121 
その 服は 古いから 誰も 着
ない。 

u[nu f]koː [furukariba toːmeː csaN. 

122 
お⺟さんが 買った 服を 着
た。 

aNnaga] koːtaz fkuː[du] cstaz. 

123 
今 姉は 隣（の部屋）で 着
物・和服を 着ている。 

nnamaː aNgaː tunazN[du] cɿnnu ci̥sjuːz. 

124 
その ⼦は ⼆歳に なったから 
⾃分で 服は 着られる。 

unu] ffaː [ftaːcɿ naztariba duː[siː] 
cɿnna csaridu s. 

125 
おととい 買った 服を ⾚ちゃ
んに 着せる。 

bututuz koːtaz fkuː akavvaN ci̥si]z. 
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126 
おばさんは ⾃分が 買った 服
を お⺟さんに 頼んで ⾚ちゃ
んに 着せさせた。 

bubaː [duː]siː koːtaz fkuː[du] aNnaN 
tanu[mi] akavvaN csasɿmitaz. 

127 
祖⺟が ⾃分で 着せると ⾔っ
たので、仕⽅なく あかちゃんに 
服を 着せさせた。 

paːm]ma[ga duː]si[ː] ku̥suttiː aztariba[du 
iː]arati[ː] akavva[N] cɿnnu ki̥sisɿmi]taz. 

128 ざぶとんには いとこが 座る。 dzabu]ton[na] icju̥funu[du] bZz. 

129 
きみも ざぶとんに 座って く
れ。 

vva]me[ː] za[bu]to[Nː] bizi fiːro. 

130 床には だれも 座らない。 karaju]kanna [toː]meː bZzaN. 

131 
私たちは ここに 座るから き
みたちは 向こうに 座れ。 

baNtaːja kumaN bZzatcjaː vvataː[ja] 
kamaN bZzje. 

132 弟は 毎⽇ テレビを ⾒る。 utu̥toː mainicɿ terebjuː[du] miːz. 

133 最近は ニュースを ⾒ない。 kunuz]za [njuːs]subaː [mjuːN. 

134 昨⽇は 映画を ⾒た。 cɿnoː [ei]goː[du] miːtaz. 

135 
お祝いの 時の 写真を 家族に 
⾒せた。 

joːznu] baː[nu] sjasinnu[du] jaːdi[N] 
misi̥taz. 

136 
弟に 頼んで その 写真を い
とこたちにも ⾒させた。 

utu̥tuN] tanumiː[du unu sjasinnu 
icju̥funu]kjaːNme[ː misi̥sɿmi]taz. 

137 
お前も ⾒たかったら ⾒ろと 
いって、孫に ⾒せた。 

vvameː miːbuskḁkkaː miːroti[ː] azziː[du] 
mmaga[N] misi̥taː. 

138 
家族の 他には ⾒せたく なか
ったけど、とても ⾒たがって 
いたので、友だちにも ⾒せた。 

jaːdinu pu̥kanna misibuffa njaːttamsuga 
[ati] miːbussa siː utariba 
dusɿNkeː]me[ː] misi̥taz. 
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139 
⾷べようとする ときには いた
だきますと ⾔う。 

faːditiː]n[na] itadakimasu̥tiː[du] az. 

140 
弟は ⾷べても 何も ⾔わな
い。 

utu̥]toː [faittiː]meː [noːtiː]meː azzaN. 

141 
兄は 弟に 「あやまれ」と ⾔
った。 

azjaː utu̥tuN]ke[ː wabiro]tiː [aztaz. 

142 蝉は すぐに 死ぬ。 gaː]raː [ftakinadu sɿn. 

143 
⼈に 「死ね」って ⾔っては 
いけない。 

pStuN]keː [sɿniro]tiː [azziːja] naraN. 

144 
ゴキブリは すぐには 死なな
い。 

kuːmu]jaː [atabakaːznna sɿnaN. 

145 
去年は ひでりで カエルが た
くさん 死んだ。 

kuzjoː kaNbatcjasiː[du] manatanu 
masjaːN sɿntaz. 

146 
あまりに 暑くて、家の ネコも 
死んで しまった。 

ati] ackarjuːtiː[du] jaːnu majumeː sɿni 
njaːN. 

147 
座敷には ⼈が たくさん い
る。 

dzascɿ]nna [pStunudu masjaːN] uz. 

148 
あなたは しばらく 台所に い
て くれ。 

vvaː atabakaːz nakazjaN uri] fiːro. 

149 
さっきまで 座敷に 客が い
た。 

nnaːgatagami dzascɿnna kjḁkunudu] utaz. 

150 
座敷に いた ⼈たちが みんな 
帰った。 

dzascɿN utaz pStunukjaːja mːna pizdu 
sta]z. 

151 
みんな かえって 今は だれも 
いない。 

mːna piriːdu nnamaː toːmeː] uraN. 

152 
若いころは 那覇まで 歩く ⼈
が いた。 

bakakazkjaː nahagami azcɿ pStunu[du] 
utaz. 
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153 
兄は お⽗さんに ⾔われたら、
何でも する。 

]azjaː otoːN azzarikkaː noːjumeː asɿdu 
s. 

154 
兄は ⾔われなければ、何も し
ない。 

azjaː azzarudaka[ː] noːjume[ː] asɿN. 

155 
兄は しなさいと ⾔われたか
ら、畑仕事を した。 

azjaː a[siro]tiː azzaritariba[du] 
parisɿgutuː staz. 

156 
お⽗さんは 兄に 畑仕事を さ
せた 

]otoːja azjaN parisɿgutuː sɿmitaz. 

157 休んでないで 仕事を しろ。 jukuijuːradana]si[ː sɿgutuː] siːro. 

158 
祖⺟が ⺟に ⾔いつけて 花⼦
に ホースで ⽔を 流させた。 

paːmmaga[du aNna]Nkeː az[zi] hanakoN 
[hoːsu̥]siː [mitcju] na[gasɿmi]taz. 

159 
⺟が 花⼦に ホースで ⽔を 
流させた。 

aNnaga hanakoN hoːsu̥siː mitcju 
nagasɿmi]taz. 

160 
花⼦は ⺟に 頼まれて ホース
で ⽔を 流した。 

hana]koː [aNna]N tanuma[ri hoːsu̥]siː 
[mitcju] na[gas]taz. 

161 
⽊の葉が 詰まっているので、溝
の⽔が 流れない。 

kiːnu]paːnu [ffamari] utiː[du] mzjunu 
midzɿnu nagaruN. 

162 
お⺟さんが 兄さんに ⽊の葉を 
取らせて ⽔を 流させた。（流
れるようにした） 

aNna]ga[du azjaN kiːnu]paːju [turasi 
mitcju nagasɿmi]taz. 

163 
兄さんは ⽊の葉を 取って ⽔
を 流した。 

azjaː kiːnupaː]ju [turiːdu mitcju 
nagas]taz. 

164 
ようやく（やっと）⽔が 流れ
た。 

jattu[du] midzɿ[nu] nagaritaz. 

165 
この ピーマンは 苦くないから 
⽣でも ⾷べられる。 

kunu piːmanna [Ngjaf]fa njaːNniba 
na[masiː]me[ː] faːridu s. 

166 
その 腐った ⾁は ⾷べられな
い。 

unu fsari ni]koː [faːruN. 
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167 
煮た サツマイモ まだ たくさ
ん あるけど ⾷べれる？ 

niː] mːma [nnjapi masjaːN azsuga 
faːridu [sɿ? 

168 
お腹が いっぱいだから もう 
⾷べられない。 

batam]cjuːriba [nnja faːruN. 

169 
幼い ころは ごぼうが ⾷べら
れなかった。 

jarabika]zɿkjaː go[boːnudu faːrut]tam. 

170 湯が 沸くまで 待てない juːnu fcɿkja]ti[ː] macjaruN. 

171 
溢れる くらい お茶を いれて 
くれ。 

afuri]kja [cjaːju zzi] fiːro. 

172 
暖かく なったら 野菜の 種を 
蒔く。 

nuffu nazk]kaː [suːnu] taniu[du] macɿ. 

173 
今⽇は ⾬が 降っているから 
種を 蒔かない。 

kjuːja aminu ffjuː]ri[ba taniubaː makaN. 

174 
晴れたので アズキの 種を 畑
に 植えた。 

pari]tariba maːmaminu taniu pariN 
ibitaz. 

175 
切れない 包丁を 砥ぐ。／切れ
なく なった 包丁を 砥ぐ。 

tḁcjaN] kat̥ano[ː] tuzɿ.／tḁcjaN]fu 
nazta[z] kat̥anoː tuzɿ. 

176 若い⼈は 包丁も 砥げない。 bakamu]noː [kḁtanaː]cu[m tuzjuː]saN. 

177 
おまえが 砥げないなら 兄に 
砥いでもらえ。（研がせろ。） 

]vvaga tugarudakaː azjaN tugase. 

178 私は 兄に 鎌を 砥がせた。 abaː azjaN[du] zzaroː tugasɿmitaz. 

179 
兄さんが 包丁も ⼩⼑も 砥い
だ。 

azjagadu kat̥anameː siːgume[ː] tuztaz. 

180 
その 包丁は よく 切れるから 
砥がない。 

unu kḁtanaː juː tḁci[ba] tugazjaːN. 
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